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平成24年 第3回（9月）定例会で審議された案件

議案番号 議案名
議決
結果

議案第 40 号 平成 24 年度宇検村一般会計補正予算について 可決
議案第 41 号 平成 24 年度宇検村国保事業特別会計補正予算について 可決
議案第 42 号 平成 24 年度宇検村国保施設事業特別会計補正予算について 可決
議案第 43 号 平成 24 年度簡易水道事業特別会計補正予算について 可決
議案第 44 号 平成 24 年度宇検村介護保険事業特別会計補正予算について 可決
議案第 45 号 平成 24 年度宇検村後期高齢者医療事業特別会計補正予算について 可決
同意第 ３ 号 宇検村副村長の選任につき同意を求めることについて 同意
同意第 ４ 号 宇検村教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意
認定第 １ 号 平成 23 年度宇検村一般会計歳入歳出決算について 認定
認定第 ２ 号 平成 23 年度宇検村国保事業特別会計歳入歳出決算について 認定
認定第 ３ 号 平成 23 年度宇検村国保施設事業特別会計歳入歳出決算について 認定
認定第 ４ 号 平成 23 年度宇検村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算について 認定
認定第 ５ 号 平成 23 年度宇検村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算について 認定
認定第 ６ 号 平成 23 年度宇検村漁港漁村集落排水事業特別会計歳入歳出決算について 認定
認定第 ７ 号 平成 23 年度宇検村介護保険事業特別会計歳入歳出決算について 認定
認定第 ８ 号 平成 23 年度宇検村後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について 認定
議案第 46 号 宇検村長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例について 可決
議案第 47 号 工事請負契約について 可決
議案第 48 号 宇検村暴力団排除条例の制定について 可決
諮問第  1  号 人権擁護委員候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて 可決

発議第  1  号 地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求め
る意見書について 可決

平成24年 第2回（9月）臨時会で審議された案件

議案番号 議案名
議決
結果

同意第 ２ 号 宇検村監査委員の選任について 同意

発議第1号 地球温暖化対策に関する
　　　　　｢地方財源を確保・充実する仕組み｣の構築を求める意見書

　地球温暖化防止のための温室効果ガスの削減は，我が国のみならず地球規模の重要かつ
喫緊の課題となっており，森林のもつ地球環境保護，国土の安全，水資源の涵養，自然環
境の保持など，「森林の公益的機能」に対する国民の関心と期待は大きくなっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　－中文省略ー
　もとより，地球温暖化防止をより確実なものとするためには，森林の整備・保全等の森
林吸収源対策や豊富な自然環境が生み出す再生可能エネルギーの活用などの取組を，山村
地域の市町村が主体的・総合的に実施することが不可欠である。
　しかしながら，これら市町村では，木材価格の暴落・低迷や林業従事者の高齢化，後継
者不足など厳しい情勢にあり，森林吸収源対策などの地球温暖化対策に取り組むための恒
久的・安定的な財源が大幅に不足している。
よって，下記事項の実現を強く求めるものである。
　二酸化炭素吸収源として最も重要な機能を有する森林の整備・保全等を推進する市町村
の役割を踏まえ，「地球温暖化対策のための税」の一定割合を，森林面積に応じて譲与す
る「地方財源を確保・充実する仕組み」を早急に構築すること。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　＊本意見書については，関係省庁へ提出いたしました。
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≪審査の概要≫
9/26 ～ 28 までの３日間にわたり，一般会計及び７特別会計の歳入歳出決
算状況について審査しました。着眼点として，住民の税収を財源とし住民
の福祉向上の為に単年度にどれ程の行政効果・経済効果をもたらしたかを
重点に審査を行った結果，貴重な自主財源の村税の減額，税収も未済額が
年々増加傾向にあり，歳入決算に於いて一般会計及び７特別会計の未収金額は，18,141,461
円と多額で深刻な状況であるが，悪質な納税者には強硬な対応で臨み収納率改善への努力がう
かがえる。
◎一般会計について
　歳入決算額 2,746,166 千円，歳出決算額 2,673,135 千円で差引額 73,031 千円が翌年度へ
の繰越金である。歳入の内訳は自主財源 370,867 千円で 18.2％，依存財源 2,375,299 千円で
81.8％である。財源比率に於いては自主財源が乏しい状況にあり，より一層の自主財源確保の
ための取組を望む。
◎国保事業特別会計について
　歳入決算額 381,934 千円，歳出決算額 365,365 千円である。国保財政は，高齢化社会を背
景に医療保険の諸情勢は益々厳しく，税の徴収率は 78.3％で 18.6％の収入未納がある。滞納
者については納付催告，納税相談を実施し，法に基づき資格証明書，保険証の短期発行を実施，
又，悪質なものについては厳正に対応している。今後，医療費の増大等厳しい財政運営が予想
されるので，負担軽減に更なる努力を望む。
　その他６特別会計についても独立採算制の原則のもとに努力してい
る状況は伺えるが，依然として一般会計からの繰入金が多く，本体で
ある一般会計の財政を圧迫している現状は今後大きな課題である。

≪意見・質疑≫
●安易に不納欠損額で処理していないか。　　　●公共事業の入札の在り方。
●滞納者に対しては，納税者の状況を勘案した十分な対応を望む。
●住宅使用料滞納者については，保証人への請求はできないか。
●防災の観点から衛星電話の管理，各集落の避難場所への発電機の設置はできないか。

≪審査の結果≫
平成 23 年度予算は概ね初期の目的に沿って執行されたと評価します。
経常収支比率は 87.8％，実質公債費率 15.1％，将来負担率 40.7％で依然と財政の硬直化は進
んでいる。尚，一層の努力を切望します。又，一般会計及び特別会計の起債残高合計 4,740,265
千円となっており，財政の弾力化，健全化に向け今後，更なる行財政改革の持続的な努力と自
主財源確保のための施策が求められる当面の重要課題といえる。
　したがって決算特別審査委員会に付託された平成 23 年度宇検村一般会計及び７特別会計事
業の決算を全会一致で認定すべきものと決定いたしました。
　最後に，少子高齢化は益々深刻で財政へ大きく影響しております。
村執行部は，本特別委員会の指摘と提言を真摯に受け止められて，担当課関係なく職員一人一
人が問題意識をもって取り組むことを強く要望して，平成 23 年度決算審査特別委員会の報告
とします。

平成23年度宇検村一般会計・特別会計決算審査報告

予算審査特別委員会
委員長　幸　　春美

うけん村議会だより No.126



（ 

建
経
課
長 

）
村
内
の
業
者

で
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

（ 

吉　

永 

）
メ
イ
チ
ュ
ウ
被

害
の
対
策
は
。

（ 

村　

長 

）
メ
イ
チ
ュ
ウ
用

の
薬
剤
散
布
の
費
用
を
半
額

補
助
し
て
い
る
。

（ 

吉　

永 

）
台
風
・
イ
ノ
シ

シ
等
の
被
害
に
対
し
て
の
補

助
は
考
え
て
い
な
い
か
。

（ 

建
経
課
長 

）
今
回
の
災
害

に
関
し
て
は
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。
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一般

質問
村 政 を 問 う

（ 
吉　

永 

）
災
害
時
の
停
電
、

電
話
の
不
通
に
つ
い
て
の
今

後
の
取
り
組
み
は
。

（ 

村　

長 

）
企
業
の
回
答
は
、

送
電
ル
ー
ト
に
つ
い
て
検
討

し
、
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
村

も
企
業
と
一
緒
に
な
っ
て
考

え
て
い
き
た
い
。

携
帯
電
話
が
長
時
間
使
用
で

き
る
施
設
設
備
の
充
実
を
関

係
機
関
に
強
く
要
望
し
て
い

く
。

（ 

吉　

永 

）
全
集
落
へ
の
発

電
機
の
整
備
は
。

（ 

総
企
課
長 

）
現
在
、
６
集

落
に
配
布
し
て
い
る
が
、
今

後
、
整
備
を
考
え
て
い
る
。

（ 

吉　

永 

）
送
電
線
の
埋
設

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

（ 

村　

長 

）
埋
設
に
つ
い
て

は
理
想
的
と
考
え
る
が
、
国

や
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

（ 

吉　

永 

）
孤
立
集
落
へ
の

対
策
は
。

（ 

村　

長 

）
孤
立
地
区
の
現

場
の
実
情
を
把
握
し
、
救
急

患
者
な
ど
の
緊
急
搬
送
、
物

資
の
輸
送
は
船
を
代
替
の
手

段
と
し
て
考
え
る
。

（ 
吉　

永 

）
災
害
に
よ
る
が

け
崩
れ
な
ど
の
復
旧
に
ど
う

取
り
組
む
か
。

（ 

村　

長 

）
片
側
通
行
な
ど
、

初
期
対
応
を
関
係
機
関
と
協

議
し
、
強
く
要
望
し
て
い
く
。

（ 

吉　

永 

）「
現
場
の
把
握
が

非
常
に
大
事
だ
」
と
い
う
答

弁
で
あ
っ
た
が
、
現
状
と
し

防
災
対
策
は村

長
／
関
係
機
関
と
連
携

て
各
集
落
の
連
絡
や
状
況
と

い
う
の
は
即
時
確
認
で
き
て

い
る
か
。

（ 

建
経
課
長 

）
区
長
を
通
し

て
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
把

握
で
き
る
よ
う
連
絡
を
取
り

合
っ
て
い
る
。

（ 

吉　

永 

）
６
月
に
も
一
度
、

床
上
浸
水
し
た
箇
所
が
あ
り
、

同
じ
こ
と
が
今
回
も
起
き
た
。

原
因
も
分
か
っ
て
い
な
が
ら

対
策
は
と
れ
な
か
っ
た
の
か
。

（ 

建
経
課
長 

）
６
月
の
豪
雨

で
の
氾
濫
し
た
箇
所
は
区
長

と
一
緒
に
確
認
し
、
対
策
方

法
も
協
議
し
て
い
た
。
台
風

な
ど
災
害
も
多
く
、
そ
こ
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
業
者
が

空
き
次
第
、
す
ぐ
に
着
工
し

た
い
。

（ 

吉　

永 

）
災
害
が
多
く
続

き
、
村
内
の
業
者
で
間
に
合

わ
な
い
場
合
は
、
他
の
地
区

の
業
者
に
お
願
い
し
、
早
急

に
対
応
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

吉永 常明 議員

さ
と
う
き
び
対
策
に
つ
い
て佐念平田間の崖崩れの現場

村長・教育長が答える ！ ！



（ 

村　

長 

）
全
体
的
な
取
組

は
、
広
域
事
務
組
合
を
中
心

に
行
っ
て
お
り
、「
奄
美
群
島

日
本
復
帰
60
周
年
記
念
交
流

推
進
事
業
」
を
計
画
し
て
い

る
。

（ 

佐
々
木 

）
地
方
議
会
の
在

り
方
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
し
て
は
ど
う
か
。

（ 

村　

長 

）
議
員
自
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、
調
査
す
る

よ
う
期
待
し
て
い
る
。

（ 

佐
々
木 

）
宇
検
村
小
中
学

校
の
各
教
科
の
学
力
県
平
均

を
13
調
査
で
下
回
る
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

（ 

教
育
長 

）
平
成
22
年
度
と

比
較
し
、
5
教
科
の
改
善
が

図
ら
れ
て
い
る
。
県
平
均
を

下
回
っ
た
5
教
科
も
、
国
語
、

理
科
、
英
語
の
3
教
科
で
県

平
均
と
の
差
が
縮
ま
っ
て
い

る
。
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（ 

佐
々
木 

）
財
政
状
況
を
表

す
指
標
に
つ
い
て
経
年
状
況

の
回
答
を
求
め
る
。

実
質
公
債
費
率
は
。

（ 

村　

長 

）
平
成
14
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
る
。

平
成
21
年
度
が
１
９
．
２
％
、

平
成
22
年
度
が
１
６
．
９
％
、

平
成
23
年
度
が
１
５
．
２
％

と
改
善
さ
れ
て
い
る
。

（ 

佐
々
木 

）
将
来
費
負
担
率

は
４
５
％
以
下
に
な
る
よ
う

努
力
し
て
い
る
か
。

（ 

村　

長 

）
地
方
債
の
発
行

を
抑
制
し
、
平
成
21
年
度
が

９
５
．
１
％
、
平
成
22
年
度

が
６
８
．
４
％
、
平
成
23
年

度
が
４
５
．
８
％
と
比
率
が

改
善
し
て
い
る
。

（ 

佐
々
木 

）
起
債
制
限
比
率

は
１
５
％
以
下
に
な
る
よ
う

努
力
し
て
い
る
か
。

（ 
村　

長 

）
平
成
23
年
度
は

１
５
．
２
％
と
好
転
し
て
お

り
、
健
全
な
運
営
状
況
に
あ

る
。

（ 

佐
々
木 

）
経
常
収
支
比

率
は
経
常
一
般
財
源
総
額
の

４
０
％
以
下
に
あ
る
か
。

（ 

村　

長 

）
経
常
収
支
比
率

は
、
８
７
．
９
％
で
、
類
似

団
体
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、

地
方
債
の
発
行
を
抑
制
し
、

公
債
費
の
軽
減
を
図
っ
て
い

く
。

（ 

佐
々
木 

）
財
政
力
指
数
は

何
％
か
。

（ 

村　

長 

）

現
在
、
０
．

０
９
％
で
、
財
政
基
盤
は
弱

く
、
類
似
団
体
平
均
を
か
な

り
下
回
っ
て
い
る
。

（ 

佐
々
木 

）
ラ
ス
パ
イ
ラ
ル

指
数
い
わ
ゆ
る
地
方
公
務
員

と
国
家
公
務
員
の
平
均
給
与

の
比
較
数
値
を
示
せ
。

（ 

村　

長 

）
ラ
ス
パ
イ
ラ
ル

指
数
は
９
６
．
２
％
で
、
今

後
も
地
方
債
の
発
行
を
抑
制

し
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
く
。

（ 

佐
々
木 

）
自
主
財
源
の

１
０
％
の
約
１
３
０
０
万
円

が
、
住
民
に
は
全
く
責
任
の

な
い
目
的
で
流
用
さ
れ
て
い

る
が
。

（ 
村　

長 

）
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

財
源
の
少
な
い
中
で
、
無
駄

遣
い
の
な
い
よ
う
鋭
意
努
力

し
て
い
く
。

（ 

佐
々
木 

）
復
帰
60
周
年
を

迎
え
る
来
年
の
村
の
目
標
・

施
策
と
奄
美
地
域
で
イ
ベ
ン

ト
の
計
画
が
あ
る
か
。

宇
検
村
の
財
政
状
況
は

村
長
／
改
善
傾
向
に
あ
る

佐々木 一宇 議員

復
帰
60
周
年
の
取
組
は

小
中
学
校
の
学
力
に
つ
い
て

平成 8年度 平成 11 年度 平成 14 年度 平成 17 年度 平成 20 年度 平成 23 年度 33 年度目標値 全国平均 県平均
人口 2,448 2,332 2,194 2,057 1,996 1,930
財政力指数 0.09 0.09 0.09 0.10 0.12 0.09 0.10 0.51 0.27
標準財政規模 1,887,103 1,914,845 1,793,783 1,666,188 1,774,864 1,824,158
経常収支比率 89.4 87.7 92.8 100.7 94.4 87.8 83.0 90.30 89.10
起債制限比率（3カ年平均） 16.0 18.9 17.4 18.4 17.4 11.0 9.0
実質公債費比率（3カ年平均） 21.2 20.1 15.1 12.0 9.9 12.1
将来負担比率 109.6 40.7 30.0 58.3
地方債残高（一般会計） 6,603,320 6,321,825 5,548,682 5,201,172 4,453,754 3,626,346 2,800,000
積立金（基金）現在高 759,939 627,966 986,034 1,011,192 803,420 1,192,300 1,500,000
ラスパイレス指数 94.5 95.0 92.9 92.8 92.6 90.0 98.9 95.5
職員総数 84 75 72 70 62 61 57

【宇検村財政指標の推移】

※宇検村の体力向上を目指して行政・議会・住民で頑張って行きましょう！
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（ 

稲　

澤 

）
地
域
雇
用
創
造

推
進
事
業
の
責
任
問
題
に
つ

い
て
は
村
民
も
早
期
解
決
を

望
ん
で
い
る
。
控
訴
の
時
期

に
つ
い
て
は
。

（ 

村　

長 

）
最
終
結
論
が
出

な
け
れ
ば
控
訴
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う

に
み
ん
な
で
協
力
し
て
や
り

ま
し
ょ
う
。
責
任
問
題
に
つ

い
て
は
、
一
貫
し
て
全
体
責

任
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
関
係
団
体
が
き
ち
っ

と
責
任
を
と
り
、
反
省
し
て

頂
き
た
い
。

（ 

稲　

澤 

）
5
月
の
住
民
説

明
会
、
6
月
定
例
会
、
7
月

臨
時
議
会
で
「
最
終
的
に
は

法
的
措
置
を
取
る
」
と
言
葉

を
使
っ
て
い
る
が
。

（ 

村　

長 

）
最
終
結
論
が
で

な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
本

人
達
が
認
め
な
け
れ
ば
控
訴

も
辞
さ
な
い
。
し
か
し
決
し

て
訴
訟
を
急
い
で
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

（ 

稲　

澤 

）
問
題
の
発
生
し

た
時
期
の
課
長
と
し
て
の
責

任
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

（ 

副
村
長 

）
平
成
21
年
度
、

事
業
に
携
わ
っ
た
が
、
当
時

の
上
司
命
令
に
従
い
、
指
示

に
従
っ
て
業
務
を
遂
行
し
た
。

（ 

稲　

澤 

）
解
決
の
時
期
に

つ
い
て
は
。

（ 

村　

長 

）
村
、
議
会
、
元

気
の
出
る
公
社
、
雇
用
促
進

協
議
会
、
N
P
O
、
そ
れ
ぞ

法
的
手
段
を
取
る
時
期
は

村
長
／
最
終
結
論
が
で
な
け
れ
ば
や
む
を
得
な
い

（ 

稲　

澤 

）
総
合
体
育
館
の

早
急
な
復
旧
を
望
む
が
、
補

修
の
見
通
し
は
。

（ 

教
育
長 

）
10
月
中
旬
に
設

計
管
理
委
託
事
業
を
執
行
、

11
月
中
旬
に
復
旧
工
事
を
発

注
し
、
3
月
末
ま
で
に
完
成

の
予
定
。

（ 

稲　

澤 

）
平
成
16
年
に
続

き
2
度
目
の
被
害
を
受
け
た

が
、
補
修
の
工
法
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

（ 

教
委
局
長 

）
屋
根
の
ト
ッ

プ
ラ
イ
ト
の
丸
い
部
分
を
廃

止
し
、
壁
、
床
、
備
品
、
放

送
室
等
全
面
改
修
す
る
。
更

に
、
体
育
館
の
地
下
部
分
の

土
地
が
陥
没
し
て
い
る
の
で

全
面
的
に
改
修
し
、
強
度
の

増
す
体
育
館
を
作
り
た
い
。

（ 

稲　

澤 

）

災
害
保
険

等
に
加
入
し
て
い
る
か
。

2
億
3
千
万
円
で
補
修
工
事

は
可
能
か
。

（ 

教
委
局
長 

）
全
国
町
村
会

稲澤 紀穂 議員

総
合
体
育
館
の
補
修

れ
が
反
省
も
な
け
れ
ば
い
つ

ま
で
も
解
決
は
し
な
い
。
時

期
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
る
。

（ 

稲　

澤 

）
返
還
金
に
つ
い

て
N
P
O
法
人
が
払
う
必
要

は
な
い
と
明
確
に
し
た
時
、

法
的
措
置
を
取
る
の
か
。

（ 

村　

長 

）
N
P
O
法
人
の

回
答
次
第
で
は
、
当
然
、
最

終
的
に
は
法
的
措
置
を
取
ら

な
け
れ
ば
、
村
民
に
対
し
て

申
し
開
き
が
で
き
な
い
。
そ

の
時
に
な
っ
て
考
え
た
い
。

の
共
済
保
険
に
加
入
し
て
お

り
、
被
害
額
の
1
－
2
は
補

償
さ
れ
る
と
考
え
る
。
予
算

に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も

概
算
予
算
で
あ
る
。

被害を受けた総合体育館（内部） 被害を受けた総合体育館（外観）



（ 　

幸　

 

）
集
落
担
当
職
員

の
配
置
を
す
る
目
的
と
集
落

連
絡
員
と
の
関
連
性
は
。

（ 

村　

長 

）
職
員
が
地
域
の

こ
と
を
理
解
し
、
よ
り
集
落

の
情
報
を
的
確
に
と
ら
え
、

行
政
の
情
報
を
流
す
こ
と
で

連
絡
員
と
の
意
思
疎
通
を
図

り
や
す
く
す
る
こ
と
等
、
職

員
の
意
識
向
上
を
目
的
と
す

る
。

（ 　

幸　

 

）
集
落
担
当
職
員

が
各
集
落
へ
出
向
き
、
常
に

区
長
と
連
絡
を
密
に
取
り
合

う
と
い
う
考
え
か
。

（ 

村　

長 

）
職
員
の
意
識
改

革
の
た
め
で
あ
り
、
決
し
て

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
り
、
組

織
化
し
た
り
す
る
つ
も
り
は

な
い
。
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（ 　

幸　

 

）
返
還
金
問
題
で

「
法
的
措
置
を
と
る
」
と
明
言

を
し
て
い
る
が
、
地
域
雇
用

創
造
推
進
事
業
の
関
係
団
体

の
責
任
問
題
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
。

（ 

村　

長 

）
責
任
は
全
体
責

任
で
あ
り
、
各
関
係
団
体
で

責
任
は
取
っ
て
頂
き
た
い
。

し
か
し
、
返
還
金
に
つ
い
て

は
、
執
行
し
た
と
こ
ろ
が
当

然
返
還
す
べ
き
と
考
え
る
。

（ 　

幸　

 

）
実
現
事
業
の
返

還
金
に
つ
い
て
は
、
N
P
O

法
人
に
返
還
を
求
め
て
い
る

が
、
推
進
事
業
の
返
還
金
に

つ
い
て
は
、
関
係
者
に
返
還

を
求
め
な
い
の
は
何
故
か
？

（ 

総
企
課
長 

）
促
進
協
議
会

自
体
の
も
の
だ
か
ら
請
求
し

て
い
な
い
。

（ 　

幸　

 

）
推
進
事
業
と
実

現
事
業
は
促
進
協
議
会
か
ら

委
託
さ
れ
た
事
業
で
あ
り
、

両
者
に
請
求
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

（ 

村　

長 

）
促
進
協
議
会
は

お
金
の
通
り
道
に
は
し
た
が
、

実
現
事
業
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

責
任
が
あ
り
、
推
進
事
業
は

協
議
会
も
責
任
が
あ
る
の
で

協
議
会
が
何
と
か
し
た
い
。

（ 　

幸　

 

）
地
方
自
治
法
に

基
づ
い
て
、
議
会
は
平
成
22

年
補
正
予
算
を
承
認
し
、
決

算
審
査
も
全
会
一
致
で
認
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
。

集
落
担
当
職
員
の
配
置

返
還
金
問
題
の
早
期
解
決
に
つ
い
て
は

村
長
／
関
係
団
体
で
責
任
を
取
る

幸　春美 議員

（ 

村　

長 

）
村
と
促
進
協
議

会
と
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
補

助
金
に
対
す
る
考
え
方
が
甘

か
っ
た
。
責
任
は
全
体
責
任

で
あ
る
が
、
ど
う
返
す
か
は

こ
れ
ま
で
答
弁
し
て
い
る
と

お
り
。

（ 　

幸　

 

）
議
事
録
の
信
憑

性
と
作
成
者
の
責
任
問
題
に

つ
い
て
、
期
限
ま
で
に
回
答

さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
。

（ 

村　

長 

）
議
事
録
に
つ
い

て
、
い
つ
作
成
さ
れ
た
の
か

一
つ
一
つ
確
認
す
る
の
に
時

間
が
か
か
り
回
答
が
遅
れ
た
。

雇
用
促
進
協
議
会
の
事
務
局

用
と
思
わ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
に

作
成
記
録
が
あ
っ
た
。

（ 　

幸　

 
）
緊
急
動
議
で
議

長
の
許
可
を
得
て
質
問
を
し

た
が
、
期
限
ま
で
に
回
答
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
は
議
会
軽

視
で
は
な
い
か
。

（ 

村　

長 

）
的
確
に
職
員
に

指
示
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は

私
の
責
任
で
あ
る
。

久　志 生　勝 石　良 部　連 名　柄 佐　念 平　田 阿　室 屋　鈍

髙田 浩志 植田 稔 亀石 広美 古島 幸夫 幸 れい子 原田 俊昭 宝村 光治 保枝 力人 渡 博文

栄 平四郎 松井 学 元山 孝文 峯 宏治 屋宮 徳樹 辰島 伸乃介 俊岡 純男 藤 貴文 辰島 月美

武藤 力 小松 洋仁 泉 清一郎 屋宮 悟 柳 栄治 肥後 竜太 宮原 新次郎 竹下 世利人 中田 美幸

溝辺 昭和 新元 真美子 浅尾 晋也 内田 健治

【集落担当職員の名簿】

※集落担当職員は，役場職員が住んでいない集落や役場職員が少ない集落へ配置しております。



の
流
入
に
つ
い
て
は
調
査
中

で
あ
る
。

（ 

喜　

島 

）
度
重
な
る
災
害

の
対
策
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
等
の
組
織
体

を
つ
く
る
考
え
は
な
い
か
。

（ 

村　

長 

）
シ
ル
バ
ー
人
材

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

が
、
集
落
の
区
長
と
協
議
し
、

小
さ
な
河
川
の
土
砂
の
除
去

等
を
集
落
の
方
々
で
処
理
す

る
こ
と
は
必
要
だ
と
思
う
。

そ
の
際
の
重
機
の
借
上
げ
、

燃
料
費
等
の
経
費
に
対
し
て

は
、
村
の
方
で
負
担
で
き
る

よ
う
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

（ 
喜　

島 

）
各
集
落
で
の
組

織
づ
く
り
も
必
要
で
は
な
い

か
。

（ 

総
企
課
長 
）
集
落
と
連
携

を
も
ち
、
村
長
が
言
わ
れ
た

よ
う
な
方
向
で
柔
軟
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

（ 

喜　

島 

）
6
月
の
集
中
豪

雨
及
び
台
風
15
号
、
16
号
、

17
号
に
よ
る
災
害
の
状
況
と

今
後
の
取
組
は
。

（ 

村　

長 

）
土
木
災
害
に
つ

い
て
は
査
定
済
み
で
、
国
の

許
可
待
ち
の
状
態
で
あ
る
。

林
道
災
害
に
つ
い
て
は
10
月

末
ま
で
に
は
査
定
を
受
け
る

予
定
で
あ
る
。
大
き
な
復
旧

工
事
は
こ
れ
か
ら
で
、
特
に

崎
原
校
区
、
名
柄
校
区
に
つ

い
て
は
通
行
が
安
全
で
は
な

い
の
で
、
強
く
関
係
機
関
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

（ 

喜　

島 

）
災
害
箇
所
の
把

握
は
で
き
て
い
る
か
。
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災
害
へ
の
今
後
の
取
組
は

村
長
／
関
係
機
関
に
要
望

（ 

建
経
課
長 

）
災
害
箇
所
は
、

土
木
関
係
で
39
カ
所
、
林
道

関
係
は
18
カ
所
、
農
地
、
施
設
、

河
川
、
水
路
等
か
ら
の
土
砂

（ 

喜　

島 

）
来
年
度
以
降
の

湯
湾
新
村
線
の
道
路
改
良
工

事
の
計
画
は
。

（ 

村　

長 

）
県
の
重
要
路
線

に
指
定
さ
れ
、
24
年
度
完
成

の
予
定
で
あ
る
が
、
工
事
中

の
法
面
崩
落
の
地
盤
の
動
き

が
あ
り
、
26
年
度
ま
で
ず
れ

込
む
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い

る
。
計
画
終
了
後
は
、
八
津

野
ト
ン
ネ
ル
の
と
こ
ろ
ま
で

の
改
良
を
要
望
し
な
が
ら
、

早
期
着
工
で
き
る
よ
う
お
願

い
し
て
い
る
。

（ 

喜　

島 

）
県
と
し
て
の
具

体
的
案
は
。

（ 

建
経
課
長 

）
八
津
野
三
叉

路
ま
で
は
改
良
計
画
を
要
望

し
て
い
る
が
、
県
と
し
て
は

全
延
長
を
一
回
で
は
な
く
て
、

1
㎞
ず
つ
を
年
次
的
に
計
画

し
て
い
く
予
定
。

喜島 孝行 議員

湯
湾
新
村
線
に
つ
い
て

議会は、村の予算や身近な問題について話し合う
大切な場です。ぜひ、傍聴においでください。

あなたも、議会を傍聴してみませんか。

○ 定員(26名)の範囲内で，どなたでもご自由に傍聴できます。
○ 受付簿に住所・氏名を記入していただくだけです。
○ 第四回定例会は，12月中旬を予定しております。 

敷地内に土砂が流れ込んだ滝の園 湯湾鯨戸地区の崖崩れの現場
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（ 

杉　

浦 

）
一
次
産
業
振
興

策
の
進
捗
状
況
と
現
在
の
課

題
、
今
後
の
見
通
し
は
。

（ 

村　

長 

）
水
産
業
：
マ
グ

ロ
、
真
珠
、
車
エ
ビ
な
ど
の

養
殖
を
行
い
、
地
元
雇
用
に

寄
与
し
て
い
る
。
個
人
で
は

高
齢
化
や
漁
獲
の
低
迷
で
不

安
定
で
あ
る
。
加
工
食
品
の

開
発
や
「
う
け
ん
市
場
」
で

の
販
売
な
ど
魚
食
の
普
及
に

努
め
た
い
。

農
業
：
奨
励
品
種
の
タ
ン
カ

ン
、
カ
ボ
チ
ャ
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
、

マ
ン
ゴ
ー
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を

今
後
も
更
に
奨
励
し
な
が
ら
、

技
術
指
導
や
販
路
確
保
に
努

め
る
。
高
齢
化
に
よ
る
廃
園

対
策
と
し
て
防
除
班
な
ど
の

組
織
を
結
成
で
き
る
よ
う
指

導
助
言
を
行
い
た
い
。

林
業
：
チ
ッ
プ
工
場
が
操
業

し
て
い
る
が
需
要
低
迷
に
よ

り
厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。
雇
用
の
確
保

や
森
林
資
源
の
再
生
な
ど
に

お
い
て
必
要
な
会
社
で
あ
り
、

で
き
る
限
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
し
て
い
き
た
い
。
近
年

で
は
、
世
界
自
然
遺
産
登
録

に
向
け
て
国
立
公
園
化
の
動

き
も
あ
る
た
め
、
森
林
資
源

の
有
効
活
用
を
は
か
っ
て
い

き
た
い
。

（ 

杉　

浦 

）
地
権
者
は
樹
木

を
植
え
る
場
合
で
も
貸
し
て

く
れ
る
か
。

（ 

建
経
課
長 

）
単
作
で
あ
れ

ば
可
能
だ
が
、
永
年
作
物
は

厳
し
い
と
考
え
る
。

（ 

杉　

浦 

）
遊
休
農
地
を
借

り
る
た
め
の
諸
問
題
が
あ
る

が
、
解
決
策
は
考
え
て
い
る

か
。

（ 

村　

長 

）
地
域
の
農
地
や

里
山
を
有
効
活
用
す
る
た
め

に
も
、
里
山
を
復
活
さ
せ
て

段
々
畑
を
構
築
し
、
タ
ン
カ

ン
畑
に
す
る
こ
と
で
、
平
地

の
利
用
を
別
の
方
に
使
え
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
新
た

な
発
想
が
必
要
で
あ
る
。

（ 

杉　

浦 

）
遊
休
農
地
の
貸

出
可
能
な
土
地
の
公
開
、
周

知
は
さ
れ
て
い
る
か
。

（ 

建
経
課
長 

）
宇
検
村
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、
農
業
委
員

会
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
。（
※
宇
検
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
▼
行
政
情
報
▼
村
農
業
委

一
次
産
業
全
般
に
つ
い
て

村
長
／
地
元
雇
用
に
大
い
に
寄
与

（ 

杉　

浦 

）
新
規
就
労
者
に

対
す
る
補
助
金
制
度
の
導
入

は
。

（ 

建
経
課
長 

）
国
の
青
年
給

付
金
と
い
う
事
業
が
あ
り
、

宇
検
村
で
は
対
象
者
の
青
年

２
名
を
県
に
挙
げ
て
い
る
。

村
と
し
て
の
補
助
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

（ 

杉　

浦 

）
機
械
化
で
き
る

よ
う
な
大
規
模
農
園
整
備
を

す
る
考
え
は
。

（ 

村　

長 

）
基
盤
整
備
を
終

え
た
農
地
も
、
高
齢
化
な
ど

に
よ
り
遊
休
農
地
が
増
え
つ

つ
あ
る
。
農
業
委
員
会
と
連

携
し
、
遊
休
農
地
の
解
消
に

努
め
て
い
る
。

（ 

杉　

浦 
）
遊
休
農
地
を
希

望
者
に
は
貸
し
て
も
ら
え
る

の
か
。
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
は
確
立
し
て
い
る
か
。

（ 

建
経
課
長 

）
農
業
委
員
会

を
通
し
て
賃
貸
契
約
を
行
っ

て
い
る
。

員
会
▼
遊
休
農
地
情
報
へ
掲

載
。）

（ 

杉　

浦 

）
き
の
こ
生
産
工

場
を
建
設
す
る
た
め
の
市
場

調
査
を
開
始
す
る
こ
と
を
検

討
で
き
る
か
。

（ 

村　

長 

）
き
の
こ
生
産
工

場
に
つ
い
て
は
、
諸
問
題
が

多
く
、
時
間
を
い
た
だ
き
た

い
。

杉浦 治俊 議員

村内にある遊休農地
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う
け
ん
市
場
の
運
営
は

村
長
／
順
調
に
推
移

そ
の
中
で
活
動
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

（ 

松　

井 

）
災
害
時
の
避
難

所
に
看
護
師
な
ど
必
要
と
考

え
る
が
。

（ 

総
企
課
長 

）
自
主
避
難
の

場
合
は
職
員
の
配
置
は
し
て

い
な
い
。
避
難
勧
告
の
時
は
、

看
護
師
が
対
応
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

（ 

松　

井 

）
自
主
避
難
に
お

い
て
、
体
調
を
崩
す
可
能
性

も
あ
る
の
で
、
集
落
か
ら
要

望
が
あ
れ
ば
看
護
師
の
配
置

は
可
能
か
。

（ 

総
企
課
長 

）
基
本
的
に
自

主
避
難
に
関
し
て
は
配
置
す

る
考
え
は
な
い
。
地
域
に
看

護
師
が
い
る
場
合
、
自
主
的

に
お
願
い
し
て
頂
き
た
い
。

（ 

松　

井 

）
廃
屋
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
。

（ 

村　

長 

）
区
長
を
通
じ
て

調
査
を
行
い
件
数
を
把
握
し
、

条
例
の
制
定
を
行
っ
た
市
町

村
が
あ
れ
ば
勉
強
を
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
。

（ 

松　

井 

）
各
集
落
の
防
災

マ
ッ
プ
掲
示
板
の
設
置
は
。

（ 

総
企
課
長 

）
自
主
防
災
会

議
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
方

策
が
と
れ
る
か
検
討
し
た
い
。

（ 

松　

井 

）
女
性
消
防
団
の

結
成
の
為
の
団
員
募
集
に
つ

い
て
。

（ 

村　

長 

）
近
年
の
災
害
発

生
状
況
を
考
え
る
と
、
女
性

消
防
団
の
結
成
も
進
め
て
い

き
た
い
。
関
係
機
関
と
十
分

に
議
論
し
、
指
導
を
受
け
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

（ 

松
　
井 

）
各
分
団
に
女
性

団
員
に
入
っ
て
も
ら
う
方
法

も
あ
る
が
。

（ 

村　

長 

）
自
分
か
ら
や
り

た
い
と
い
う
人
が
い
れ
ば
、

分
駐
所
や
各
地
区
の
分
団
、

防
災
担
当
を
含
め
な
が
ら
、

検
討
を
重
ね
前
向
き
に
取
り

組
み
た
い
。

（ 

松　

井 

）
施
設
の
利
用
者

数
と
生
産
出
荷
者
数
は
。

（ 

村　

長 

）
一
年
間
で
の
施

設
利
用
者
は
２
万
２
０
９
名
。

生
産
出
荷
者
は
１
１
３
名
。

（ 

松　

井 

）
生
産
出
荷
者
が

高
齢
だ
が
今
後
の
集
荷
体
制

は
。

（ 

村　

長 

）
大
和
村
な
ど
で

行
わ
れ
て
い
る
集
荷
方
法
を

勉
強
し
な
が
ら
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

（ 

松　

井 

）
年
間
を
通
し
て

農
産
物
を
出
荷
で
き
る
シ
ス

テ
ム
作
り
は
。

（ 

村　

長 

）
営
農
担
当
職
員
、

観
光
物
産
協
会
の
方
々
と
機

運
作
り
や
技
術
的
な
指
導
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

（ 

松　

井 

）
自
主
防
災
組
織

の
編
成
及
び
任
務
分
担
の
配

置
が
さ
れ
て
い
な
い
が
。

（ 

村　

長 

）
区
長
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
が
、
再
度
、

集
落
の
話
し
合
い
を
も
つ
よ

う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

（ 

松　

井 

）
全
体
の
把
握
は

で
き
て
い
る
か
。

（ 

総
企
課
長 

）
平
成
18
年
に

自
主
防
災
組
織
の
任
務
分
担

表
を
各
集
落
公
民
館
に
掲
示

す
る
よ
う
配
布
し
て
お
り
、

松井 辰夫 議員

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

廃
屋
の
管
理
に
つ
い
て

特産品が並ぶうけん市場

議会だよりについてご意見をお聞かせ下さい
　議会だよりは，議会の広報誌として定例会ごとに年４回発行し各世
帯に配布しています。内容については，定例会の概要や，一般質問の
要旨，議案に対する賛否一覧などを掲載しています。
　今後もより充実した議会だよりを作って行きたいと思っています。
　皆様からのご意見をお待ちしております。

【お問い合わせ先】議会だより編集委員会 電　話：67-2211
メール：gikai@uken.net
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宇検村議会議員の新体制

議長　元山  公知
◎大島地区衛生組合議会議員 委員長　幸  春美

◎大島地区介護保険一部事務組合議会議員

総務文教常任委員会

副議長 喜島 孝行 委員長 松井 辰夫
建設経済常任委員会

【議会運営委員会】

・委  員  長　喜島  孝行　・副委員長　  幸　春美

・委　　員　松井  辰夫　・委　　員　稲澤  紀穂

・委　　員　吉永  常明

【議会だより編集委員会】

・委  員  長　  幸　春美　・委　　員　吉永  常明

・委　　員　佐々木  一宇

あの質問・提言はどうなった？！
追跡 質　問

吉永  常明  議員
平成24年3月議会

エフエムうけん難聴地域への取組は？

▼
村長：屋外アンテナの取り付けを行い，難聴地域への対応を講ずる。
　　　各世帯に屋外アンテナを設置。高性能ラジオを配布したことで，
　　　今まで聞こえなかった世帯でもラジオを聴くことが可能になった。

副委員長 稲澤 紀穂
総務文教常任委員会

委員 佐々木 一宇
◎監査委員

総務文教常任委員会

副委員長 吉永 常明
◎大島地区消防組合議会議員

建設経済常任委員会

委員　杉浦  治俊
◎大島地区農業共済事務組合議会議員

建設経済常任委員会

◎建設経済常任委員会委員

◎総務文教常任委員会委員

高性能ラジオ屋外アンテナ
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【編集後記】
　今年は世界人口 70 億人を突破し，ロンドンオリンピックでは “なでしこジャパン” が
活躍，そんな中，サラリーマン・公務員には祝日が４回も土曜日と重なり休みの少ない年
でした。しかし私たち宇検村では近年にない大型台風の襲来で，受難の年でした。
　過疎化・高齢化・少子化が進み，宇検村の人口は“1924名”で65歳以上の高齢者が“692名”
と村人口の 36％に達し，典型的な過疎の村となりました。地方財源が厳しくなっている
中でも私たちは有形・無形の文化遺産の継承，子どもたちの教育，災害に強い村づくりの
ために，地元企業，行政，住民が連携しつつ夫々の立場で取り組んでいくことが大切です。
今という時代を生きる事は，誰にとっても困難です。
　一本足の案

か か し

山子は稲穂を守ろうと云う意識を持っている訳ではありませんが，そこにい
るだけで，田畑を野鳥から守る存在感があります。
　私たち議会は皆さんお一人お一人の声をもとに案山子に負けないよう「協同の村づく
り」に取り組んでいます。
　議会だよりの編集に携わるにあたり「心でつながる」情報発信になるよう努力しました
が，未熟な点も多々あると思います。
　皆さんからの御指摘・情報がありましたら，お寄せいただきますようお願い致します。

「めげぬこと前を向くこと笑うこと・やけうち村の温き風の如」　　 　　　　K・S

議
会
の
う
ご
き

10
月

2
日　

全
員
協
議
会
・
現
地
視
察

10
日　

議
会
広
報
研
修
会

11
日　

全
国
地
域
安
全
運
動
（
瀬
戸
内
町
）

12
日　

例
月
監
査

15
日　

市
町
村
政
研
修
会

22
日　

木
材
に
関
す
る
要
望
活
動

24
日　

常
任
委
員
長
研
修
会
（
霧
島
市
）

28
日　

関
東
宇
検
村
人
会
（
東
京
）

7
月

12
日　

例
月
監
査

14
・
15
日　

大
島
地
区
体
育
大
会

23
日　

第
１
回
臨
時
議
会

27
日　

公
立
高
校
定
員
策
定
等
地
区
説
明
会
（
奄
美
市
）

　
　
　

消
防
組
合
議
会
臨
時
会

30
日　

奄
振
要
請
活
動
（
東
京
）

8
月

6
日　

決
算
審
査
（
～
10
日
ま
で
）

13
日　

例
月
監
査

15
日　

宇
検
村
戦
没
者
追
悼
式

26
日　

宇
検
村
議
会
議
員
選
挙

9
日　

や
け
う
ち
ど
ん
と
祭
り

12
日　

例
月
監
査

14
日　

第
２
回
臨
時
議
会

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

23
日　

村
内
小
中
学
校
運
動
会

25
日　

第
３
回
定
例
会
（
～
10
月
3
日
）

9
月

10月2日現地視察のようす～災害現場～

▲ 台風 17 号の直後，10 月 2 日に現地視察を行い，実際に自分たちの目で災害現場を見るこ

　とにより，あらためて被害の大きさを痛感いたしました。

　今後，このような災害に備えた強い村づくりに力を入れていきたいと思います。

　被災にあわれた方々に心よりお見舞い申し上げます。

名柄久慈間の土砂崩れ現場湯湾干拓のビニールハウス倒壊現場屋鈍海岸の陥没現場


